
◇我が国周辺水域の水産資源の半分近くが低位水準。干潟や藻場も減少。担い手の減
少・高齢化が進行。

第２節 見つめ直そう、豊かな海
（１）我が国の生産力が低下

少 高 。
◇地球温暖化といった地球規模での環境変化により、我が国の漁業にも影響が生じる
可能性が指摘。

平成19年度における我が国周辺の
資源水準の状況（概要）

藻場及び干潟面積の経年変化
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資料：水産庁・独立行政法人水産総合研究センター
「我が国周辺水域の漁業資源評価」

高位 サンマ（太平洋北西部系群）等

中位 マアジ（太平洋系群、対馬暖流系群）等

低位 マサバ（太平洋系群、対馬暖流系群）、

マイワシ（太平洋系群、対馬暖流系群）等

主な魚種・系群

資料：環境省「自然環境保全基礎調査」

82,621

49,380

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

S20 H10

50年で

４割減少

世界の食用魚介類供給量と国別シ ア

◇世界的な水産物需要の増加を背景に、いわゆる「買い負け」も発生。現在我が国は
食用魚介類の約４割を輸入に頼っているが、輸入にばかりは頼れない情勢。

（２）輸入にばかりは頼れない

世界の食用魚介類供給量と国別シェア
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資料：FAO Food balance sheets（日本以外）及び農林水産省「食料需給表」（日本）
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◇本来、我が国周辺水域は多種多様な魚が生育する豊かな海。北方性から南方性の魚
介類、汽水域や湖の淡水性の魚介類を含めると3,000種以上が生育。

（３）我が国の恵まれた環境を活かそう

介類、汽 域 湖 魚介類 含 , 種 。
◇恵まれた環境を活かして様々な漁業が発達。水産資源を永続的に利用し、地域の秩
序を守ってきたルール（漁業制度）も発達。

◇先人たちは環境を保全し、海からの生産の余剰分だけを利用して次の世代へ資源を
継承。豊かな海の恵みと先人の知恵を見つめ直すことが必要。

各国の排他的経済水域 世界の水域別漁獲量

資料：米国国務省資料「Limits in the Seas-Theoretical 
Areal allocations of Seabed to Coastal States」

資料：FAO Fishstat「Capture production 1950-2005」

我が国周辺海域で獲れる多種多様な水産物

資料：農林水産省「水産物流通統計年報」、「漁業・養殖業生産統計年報」を基に水産庁で作成
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